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第 期（ 号遺構 ：素材分割技法の適用度が急2 1 ）
増。量産・浪費を特徴とする生産体制。
第 期（ 号遺構 ：素材分割技法の独占体制。3 7 ）
ただし技術的な質は低下し、また素材の利用
度に制限が生じたためか、過度に分割技法を
用いていた。
以上が本稿の主たる結論である。一言にま
とめると、時代が下るにつれ素材分割技法の
適用度が増大し、技術の質が劣化していくと
いうことである。
カア・アブ・トゥレイハ西遺跡の板状スクレイパー
卒業論文概要
金沢城下町遺跡における漳州窯系陶磁器の
変遷
相羽 重徳
州窯系陶磁器は明末清初の政権交代の動漳
乱期に突如、世界海上貿易の表舞台に登場す
る、粗雑な焼き物のことである。我が国では
「呉州手 「呉州赤絵」などと呼ばれ、西欧で」
